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浜
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園
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国
湾
狭
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方
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代
を
園
公
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国
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湖
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方
三
「

5、
め
じ
は
を
湖
子
々
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地
勝
景
る
す

5
め
じ
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を
湖
子
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久
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で
地
勝
景
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す

質
水
れ
ぞ
れ
そ、
り
が
な
つ
で
路
水
は
湖
の
つ

質
水
れ
ぞ
れ
そ
り
が
な
つ
で
路
水
は
湖
の
つ

異
が
色
の
面
湖
ら
か
と
こ
る
な
異
が
深
水
や

異
が
色
の
面
湖
ら
か
と
こ
る
な
異
が
深
水
や

野
る
す
と
め
じ
は
を
鳥
野
は
湖
五
方
三。
す

野
る
す
と
め
じ
は
を
鳥
野
は
湖
五
方
三
す

重
貴
も
て
し
と
地
息
生
の
ち
た
物
き
生
の
生

重
貴
も
て
し
と
地
息
生
の
ち
た
物
き
生
の
生

を
境
環
の
そ
い
な
の
え
が
け
か。
す
で
所
場
な

で
所
場
な

、
め
た
る
守

か
す
で

、
めめ

成
平

け
か成成成成

17

境
環
の
そ
い
な
の
ええ
がが
け1717

を
境

約

め
た
る
守

め

成
平
成成
17

い
て
れ
さ
定
認
に
地
湿
録
登

湖
五
方
三

m
ikatagoko

2

て
れ
さ
定
認
に
地
湿
録
登31

年
に
は
三
方
五
湖
地
域
が
日
本
農
業
遺
産 約

いいい

年
に
は
三
方
五
湖
地
域
が
日
本
農
業
遺
産

年
に
は
三
方
五
湖
地
域
が
日
本
農
業
遺
産

る
ほ
か
、
平
成

31
年
に
は
三
方
五
湖
地
域
が
日
本
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



和
昭、
は
町
浜
美

　

２
和
９９

か
豊、
来
以
て
し
生
誕
に
月
２
年

和
昭
は
町
浜
美

和
２

か
豊
来
以
て
し
生
誕
に
月
２２
年年

農、
し
か
活
を
き
つ
び
結
の
と
圏
京
中
･
畿
近
と
然
自
な

農
し
か
活
を
き
つ
び
結
の
と
圏
京
中

畿
近
と
然
自
な

し
ま
き
て
し
展
発
に
心
中
を
業
産
光
観
と
業
産
水
林

と
業
産
水
林

和
昭、
た
ま。
た

３

業業
産産
光光
観観観観和和

３７

し
ま
き
て
し
展
発
に
心
中
を
業業
産
光

業
産
光３７７

議
を
致
誘
の
所
電
発
力
子
原
に
年

ま
た

和
昭、
決

４
和
昭
た

和

た和和
５
和
３３

議
を
致
誘
の
所
電
発
力
子
原
にに
年年

和
昭
和
昭
和
昭
和
昭５５

か
所
電
発
浜
美
て
め
初、
に
博
万
阪
大
の
年

和
昭
決

和
４４

か
所
電
発
浜
美
て
め
初
に
博
万
阪阪
大大
のののの
年年年

。
た
し
ま
き
て
め
進
を
り
く
づ
町
た
し
生
共

づづ
町町
たた
しし
生生
共共

成
平、
は
で
町

　

２
をを
りり
く
づづ成成

８

た
し
ま
き
て
め
進
を
り
く８８

振
合
総
町
浜
美
次
五
第
「ら
か
度
年

成
平
は
で
町

成
２

ら
か
度度
年年

で
な
ん
み
「像
来
将
の」
画
計
興

 らでで
創
り 
絆
ぎ 
集
う 

美
振し

で
な
ん
みみ
「「像像
来来
将
の」
画
計
興

で
創創

絆絆

集集

美美美
を
致
誘
業
企
や
策
対
少
減
口
人、
け
向
に
現
実
の」
浜
美

業
企
や
策
対
少
減
口
人
け
向
に
現
実
の」
浜
美

。
す
ま
い
て
し
進
推
を
策
施
種
各
る
す
と
め
じ
は

誘
業

。
すす｢ 誘。
美
をし

は
浜
美
じ浜浜｣

す
ま
い
て
し
進
推
を
策
施
種
各
る
す
と

す｢
美美

とと
め
じ浜浜｣｣

べ
食、
く
し
美
も
で
ま
つ
い
が
然
自
の
浜
美、
は
に
浜
美
浜浜｣

つ
い
が
然
自
の
浜
美
は
にに

も
り
よ
何
て
し
そ、
く
し
味
美
が
物

つもも｢ まもも｢｢

心 で心心｣
べ
食食
く
し
美美美
も
でで心心心心｣｣｣｣

か
豊
く
し
美
を

も
り
よ
何
て
し
そ
く
し
味味
美美
がが
物

もも｢

心心心｣｣
か
豊
く
し
美
をを

ま
い
て
れ
ら
め
込
が
い
思
う
い
と
い
た
き
い
で
ん
育
に

で
ん
育
に

。
す
。
すす

さ
る
よ
に
政
行、
は
に
め
た
る
す
現
実
を
像
来
将
の
こ

　

さ
る
よ
に
政
行
は
に
め
た
る
す
現
実
を
像
来
将
の
こ

く
づ
ち
ま、
と
こ
の
ん
ろ
ち
も
は
開
展
の
策
施
な
ま
ざ
ま

ち
ま
と
こ
の
ん
ろ
ち
も
は
開
展
の
策
施
な
ま
ざ
ま

、
は
に
更、
画
参
な
的
極
積
の
民
住
る
あ
で
役
主
の
り

く
づ、

はは
町
は
に
更
画
参
な
的
極
積
の
民
住
る
あ
で
役
主
の
り

は
町る

す
担
分
を
任
責
や
割
役
の
れ
ぞ
れ
そ
が
政
行
と
民
と
民

｢

とと
民

｢｢

働
協

政
行
とと働働｣

担
分
を
任
責
や
割
役
の
れ
ぞ
れ
そ
が
政政政
行働働｣｣

。
す
ま
い
て
え
考
と
る
あ
で
欠
可
不
が

す
ま
い
て
え
考
と

樹
秀
嶋
戸
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山 

頂 

公 

園

san
ch
okoen

6
3
は

。
す
で
園
公
い
し
美
が
マ
ラ
ノ
パ
大
の
湖
五
方
三
る
が
広

、
は
に
域
流
の
川
耳
る
れ
流
ら
か
林
森
な
か
豊
の
町
浜
美

。
す
ま
り
が
広
が
景
風
の
ら
が
な
昔

耳  
川

m
im
igaw

a

動画で見よう!
耳川

動画で見よう!
山頂公園

4



　水
晶
浜
海
水
浴
場
は
、「
日
本
の
水
浴
場
８８

選
」に
選
ば
れ
て
お
り
、美
し
い
海
と
し
て
有
名

で
、毎
年
県
内
外
か
ら
多
く
の
海
水
浴
客
が
訪

れ
ま
す
。砂
粒
が
細
か
く
、き
ら
め
く
白
い
砂
と

澄
ん
だ
水
が
特
徴
で
す
。

水
晶
浜

su
ish
oh
am
a

動画で見よう!
水晶浜

動画で見よう!
水晶浜夕景

5



へ
し
こ

　
へ
し
こ
と
は
、魚
の
糠
漬
け
の
こ
と

で
す
。美
浜
の
冬
の
重
要
な
保
存
食
で
、

特
に
有
名
な
の
は
サ
バ
の「
へ
し
こ
」。他

に
も
イ
ワ
シ
や
ニ
シ
ン
、フ
グ
な
ど
を
使

用
す
る「
へ
し
こ
」は
、江
戸
時
代
中
頃

が
起
源
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。約
1
年
か

け
て
熟
成
さ
れ
る
そ
の
味
わ
い
は
、冬

の
若
狭
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

h
esh
iko

6
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隠、
め
た
る
す
く
し
味
美
り
よ、
は
こ
し
へ
の
町
浜
美

　

、
り
お
て
し
ら
こ
を
夫
工
に
等
減
加
塩、
方
け
漬
や
味
し

　

バ
な
妙
絶
の
酸
ノ
ミ
ア
と
ル
ラ
ネ
ミ
種
各、
は
こ
し
へ

青
の
等
鯖、
や
と
こ
る
え
与
を
響
影
に
謝
代
陳
新
が
ン
ミ

い
て
れ
ら
知
く
よ
も
用
効
の
等
A
H
D
る
れ
ま
含
に
魚

。
す
ま
り
あ
が
果
効
も
に
制
抑
圧
血。
す
ま

、
る
誇
に
国
全
が
町
浜
美

。
晶
結
の
化
文
品
食
酵
発

お酒やご飯に
とってもよく
合います！

一緒に挟んである卵焼
きと大葉が「へしこ」の
塩辛さをマイルドにし、
さっぱりとした風味に仕
上げています。

へしこサンド
へしこをちょっと贅沢に
味わう、押し寿司。かつ
らむきした大根の昆布
〆で包まれ、上品な味
わいを楽しめます。

へしこ寿司

く
ば
さ

を
塩
に
面
表
と
腹
、
き
除
り
取
に
い
れ
き
を
臓
内
の
鯖

る
振

け
漬
塩

が
分
水
ら
か
内
体
の
鯖

す
出
り
取
ら
た
き
て
出

け
漬
本

を
料
味
調、
し
ぶ
ま
を
糠、
け
つ
を
味
下
で
等
油
醤、
き
除
り
取
を
塩
の
鯖

る
せ
か
寝
て
し
を
石
重
ら
か
上、
れ
入
ね
重
に
中
の
樽
び
再、
て
え
加

げ
あ
樽か

香
で
火
弱
し
と
落
く
軽
を
か
ぬ、
け
分
り
切
に
さ
き
大
な
当
適
を
こ
し
へ

す
き
焼、
で
の
す
ま
れ
ら
べ
食
分
十
で
態
状
ア
レ。
す
ま
げ
上
き
焼
く
し
ば

漬
茶
お
た
ま、
に
緒一
と
飯
ご、
て
し
ぐ
ほ
を
身。
い
さ
だ
く
て
し
意
注
に
ぎ

。
す
ま
け
だ
た
い
く
し
味
美
も
て
し
と
具
な
沢
贅
の
り
ぎ
に
お、
け

方
り
作

方
り
が
上
し
召
お■

で
ス
イ
ラ
ス
ま
ま
の
そ

と
落
く
よ
を
か
ぬ。
す
で
た
か
し
食
る
え
わ
味
ま
ま
の
そ
を
味
旨
の
こ
し
へ

。
す
ま
け

■「女将の会」
のみなさん

定食のメインのおかず
として、へしこをいただき
ます。まずはそのままいた
だいて、最後にお茶漬
けとして味わいます。

へしこ定食
イタリアンの食材としても
ぴったり。シンプルな味
付けが病み付きになる
パスタは、地元でも大人
気です。

へしこパスタ

①②③④

和洋折衷、アレンジもいろいろ

8



品
産
特
の
町
浜
美、
リ
ラ
ズ
が
品
逸
な
的
性
個

美浜町では、昔から伝わる発酵熟成食の文化が残
地向日。つ一のそも」）りぶおし（鰤塩「。すまいてれさ

区に伝わる料理で、正月の神事に配られます。毎年
年末にとれる10キロ級の立派なブリを塩漬けし、旨み
を凝縮。タンパク質の塾成発酵がすすんだブリは、
生のものよりも旨味が増し、格別です。

美浜塩熟ブリ（塩鰤）

へしこだけじゃない！？
美浜町の発酵熟成食文化。

獲れたての魚には旨み成分であるイノ
シン酸やグルタミン酸が少ないと言わ
れています。そこで魚を寝かせて、旨
みを増す熟成魚が注目されています。
美浜町ではきちんと衛生管理された
環境で熟成を行い、獲れたてよりも格
別に美味しい美浜熟成魚のブランド
化に取り組んでいます。町内の加工場
から「熟成魚場 福井県美浜町（Ｐ10
参照）」へ出荷され、県外のお客様か
らも喜ばれています。

美浜熟成魚

2014年「伝統の福井野菜」に認定
された「くぼ丸なす」。小ぶりな丸
ナスで、久保地区ではぬかに漬け
て保存し、冬にこうじなどで味を付
けて食べていたそうです。地域活
性化の起爆剤として加工品開発
にも力を入れています。

くぼ丸なす

美浜町では年間シカ約900頭、イノシ
シ約600頭（2015年実績）が捕獲・
駆除されています。駆除したイノシシ
やシカの獣肉を有効活用し「ジビエ
料理」として一部の飲食店などで提
供していたり、イベントなどで振る舞わ
れたりしています。

ジビエ

昔から高級食材として重宝されてきた
にき開背、は」き焼狭若「。」じく狭若「

したぐじの鱗を落とさずにそのまま焼
き上げる調理法で、町内の飲食店で
楽しむことができます。その他にも蒸
し物、揚げ物など多彩に調理され、多
くの人 を々魅了し続けています。

若狭ぐじ

9

若狭美浜寒ぶり･ひるが響
日向定置網で水揚げされる｢若狭美浜寒ぶり･ひるが響｣は
普通に食べても美味しいブリにさらにひと手間加えた極
上品です。厳しいブランド基準をクリアしたブリにのみ
与えられた称号です。
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を
化
文
食
成
熟
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信
発
で
京
東

!

、
少
減
費
消
の
物
産
水
林
農、
は
で
町
浜
美

　

首、
に
め
た
む
組
り
取
に
題
課
の
等
迷
低
格
価

ま
き
て
し
開
展
を
業
事
大
拡
路
販
の
へ
圏
都

。
た
し

　

平
成
２７
年
６

、
は
に
月

会
式
株

社fu
n
 

function(
)

す
営
運
が

｢

場
魚
成
熟

 

町
浜
美
県
井
福

｣

、
し
結
締
を
定
協
力
協
携
連
は
と
社
同。
ン

｢

美

ド
ン
ラ
ブ
浜

｣

続
持
の
方
双、
と
上
向
力
魅
の

。
す
ま
い
て
め
努
に
展
発
な
的

場
魚
成
熟
「
　

  

浜
美、
は
で」
町
浜
美
県
井
福

人
や
信
発
報
情
の
町、
か
ほ
る
い
て
れ
さ
供
提

、
が
食
の
町
浜
美

。
評
好
大
で
京
東

住　　所／東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー地下１階
電話番号／03-3527-9696

、）分０３時２後午ーダーオトスラ（）チンラ（時３後午～時１１前午／間時業営
　　　　　午後４時～午後１１時３０分（ラストオーダー午後１１時）
定  休  日／不定休
アクセス／日本橋駅 直結（銀座線・東西線・浅草線）、東京駅八
　　　　   重洲北口より徒歩６分（ＪＲ線、丸ノ内線）

【株式会社 fun function】
代表 合掌 智宏さん
ご当地酒場プロジェクトと
いうこれまでにない新しい
取組みを中核事業として、
事業展開をしております。
美浜町の生産者の方のこ
だわり、まだ見ぬ食文化を
伝えて提供する。そうする
ことで、食材と生産地の
ファンを作る。これが、ご当
地酒場のプロジェクトの使
命だと思っています。

熟成魚場 福井県美浜町

落ち着いた雰囲気の店内で、美浜町を味わっていただけます

もちろん、へしこも提供。東京でも大人気の一品となっています

熟成させた魚をいただく、という美浜の食文化を東京で発信
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生産者の声

【美浜町生産者連絡会 会長】
宮下 いずみさん

新庄わいわい楽舎の皆さん
私たち、新庄わいわい楽舎が栽培している「おい
しい水」で育てたこだわりの「やまびこ米」を「熟成
魚場　福井県美浜町」で利用いただき嬉しく思い
ます。ファンファンクションのスタッフの方が美浜に
来られて、実際に一緒に汗を流したことも素晴らし
い経験となりました。これからも美浜の美味しい食
文化をどんどん発信していきたいと思います。 ファンファンクションのスタッフが美浜町を訪れ、一緒に農作業を行った時の模様

ファンファンクションの皆様と、美浜町の農業・漁業・加工業など
生産者との交流により、地元の私たちが気づかなかったふるさとの
魅力に気づかされることがよくあります。東京で人気に火が付いた
熟成魚を美浜のお客様に召し上がっていただく機会も多くなりまし
た。今後も、お互いに刺激を受け続けながら良い関係を築いていけ
ることを願っています。

【美浜町漁業協同組合】
谷口 芳哉さん
流通を市場だけに頼らず、直接販売をすることによっての消費拡
大や付加価値を付けることが出来ないかということで、合掌社長さ
んにお会いさせていただきました。東京のお店を訪れたお客様が、
美浜町に興味を持っていただき風光明媚なこの地へ訪れていただ
けるのではないかと、夢はふくらみます。ぜひ、自慢の『美浜の魚』
を食べていただきたいと思います。

【秋山ファーム】
秋山 健一さん・和子さん
私たちは、夫婦で力を合わせて「安全・安心」を常に心がけな
がら野菜作りを続けてきました。東京のお店では、たくさんのメ
ニューとともに、私が栽培した野菜を使っていただいております
が、これからもお店の方やお客さんのニーズに合わせた安全
で、安心して食べられるおいしいお野菜を提供していきたいと
思います。
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【丹生体験部会 会長】
浜野 道明さん

　
「
若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
」は
、美
浜
町

の
自
然
や
産
業
、文
化
、食
を
体
験
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。農
業
や
漁
業
な
ど
の
町
の
産
業

者
の
生
業
や
経
験
を
生
か
し
、平
成
16
年
に
、若

狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
推
進
協
議
会
が
発
足

し
ま
し
た
。現
在
、農
業
漁
業
体
験
、味
覚
体
験
、

自
然
・
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
、工
芸
・
歴
史
文
化

体
験
な
ど
75
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。へ
し
こ
の
町
美
浜
な
ら
で
は
の「
へ

し
こ
料
理
体
験
」、若
狭
湾
で
大
敷
網
漁
の
漁
船

に
乗
っ
て
の「
漁
業
体
験
」な
ど
、ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
美
浜
ら
し
さ
が
詰
ま
っ
て
い
て
、普
通

の
観
光
旅
行
で
は
体
験
で
き
な
い
美
浜
の
魅
力

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
素
顔
の
美
浜
に
出
会
え
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、美
浜
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、訪
れ
る
人
々
と
地
域
の
人
々
が
体

験
交
流
を
行
う
。自
然
や
風
景
を
守
り
、伝
統
や

文
化
を
伝
え
、食
を
育
み
、互
い
が
心
高
ま
る
、

そ
ん
な
素
敵
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ぜ
ひ
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

素
顔
の
美
浜
に

出
会
え
る

は
あ
と
ふ
る
体
験

h
aatofu

ru
 taiken

漁業体験

ラ
ム
も
美
浜
ら
し
さ
が
詰
ま
っ
て
い
て
、普
通

の
観
光
旅
行
で
は
体
験
で
き
な
い
美
浜
の
魅
力

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
素
顔
の
美
浜
に
出
会
え
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、美
浜
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、訪
れ
る
人
々
と
地
域
の
人
々
が
体

験
交
流
を
行
う
。自
然
や
風
景
を
守
り
、伝
統
や

文
化
を
伝
え
、食
を
育
み
、互
い
が
心
高
ま
る
、

そ
ん
な
素
敵
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ぜ
ひ
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

漁業体験

魚の美味しい
食べ方も
学べます！

長さ1350ｍ、幅100ｍというスケール
の大きな若狭地方の伝統漁法「大
敷網漁業」を体験できます。
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農家にて普段の生活を体験。稲刈り
作業や乾燥作業など農家の方と一緒
に行います。

ありのまま田舎生活を体験できる
ホームステイ。心温まるゆったりとし
た時間を過ごせます。

民泊体験農林業体験

人と人との
心響きあう時間を
大切にしています

美浜町の町技「ボート」を体験。正式なコースで500ｍの
レースに挑みます。チームワークの大切さを学べます。

自然・アウトドア体験

田舎の人の
心を感じて下さい

古き良き炭焼きの
魅力を

感じてください

一致団結して、
チームワークの

大切さを学びましょう

昔ながらの「炭焼き体験」。この体験
から環境を学び、最後は炭焼きで焼
いた山の幸を試食できます。

「つる細工作り体験」では、多種多様
なつる性植物の特性を学びながら、
世界に一つだけの作品を作ります。

工芸・歴史体験

独自の発想で、
旅の思い出になる

作品作りに挑戦して下さい

【農業者の会 会長 】
長谷川 啓さん

【みはま民泊協議会 会長】
樋下 伸嗣さん

【森と暮らすどんぐり倶楽部】
松下 照幸さん

【美浜ボート倶楽部 会長】 玉井 正典さん

【菅浜炭焼きの会 会長】
浜野 健治さん
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